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解説

大型の獅子一対と、小型の獅子一対があ
る。どちらも平安時代の獅子であるが、大
型は10世紀、小型は12世紀の作である。
小型を例にとれば、頭と体部の向きがほ
ぼ一直線で、たてがみはまっすぐながれ、
彫りも浅く、穏やかな雰囲気をもつ。阿形
は金色の身体に緑青のたてがみ、吽形は
銀色に群青の彩色であったことが、表面に
残った顔料から分かる。どちらも像高は約
26cm。

アクセス方法

公開状況 小型の一対は岡山県立博物館にて保管

設備

備考


